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＜パートナーシップ＞

年 月 日）

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

・「登録状況」を記載してください。
・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してくだ
さい。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。

環境

社会

経済

環境

社会

経済

環境

社会
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＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な 取組みを記載
してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、それぞれの分野に チェックを入れてくださ
い。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、 更
新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携があれば記載してください。

○　SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係る進捗状況（※更新の場合のみ。）
○登録状況：第 期登録（登録年月日：令和

ＪＡ熊本市と連携をし、食育活動の一環として、小学生を対象とした収穫体験等の取り組みを行って
いる。

環境
出荷時に使用している段ボール箱の紙使用量削減

梱包材量の段ボール紙使用量
（年間出荷量ベース）
2023年86ｔ→2026年70ｔ

社会
経済

廃棄生産物（フードロス）の減少
ミニトマト規格外廃棄量
（年間廃棄量ベース）
2023年0.3ｔ→2026年0.2ｔ

社会
経済
環境

新規就農生の受入れの実施
受入人数
2023年　0名　→2026年　1名

社会
経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名： ＪＡ熊本市　ミニトマト部会

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

高軒高耐候性ハウスを導入し、水耕栽培でミニトマトを栽培している。高軒高により密植栽培が可能
で、強風に耐えられるため栽培期間の延長ができ、安定的な出荷、環境制御装置により、温度・湿度
管理が自動管理で、病気の発生が少なく減農薬に繋がっている。循環型水耕でミニトマトの栽培を行
うことにより、環境に優しく持続可能な農業を営むことを目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


